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ワモンダコ（Octopus cyanea）は，日本では八丈島，四国

以南のインド洋・南太平洋のサンゴ礁域に分布するマダコ属

の一種で，沖縄県において重要な水産資源の一つである．沖

縄県において，ワモンダコ含むタコ類3種が漁業権対象種に

指定されており，一部の漁協では抱卵タコの採捕禁止などの

資源管理に取り組んでいるところである． 

漁業権対象種のうち，ワモンダコは最もサイズが大きく，

漁獲量が多いため沿岸漁業における重要度が高い．過去，沖

縄島沿岸域において，本種の漁獲状況等が調査されたものの

（太田・上原 2015），ワモンダコの成長や成熟等の基礎的な

生態情報は不明であり，資源状況の推定に必要な基礎的知見

が不足している．そこで本事業では，ワモンダコを対象に，

科学的な情報に基づく適切な資源管理策の検討のため，体長

組成の経月変化や日齢等の基礎的な生態情報を収集・分析す

ることを目的とした． 

 

方法 

(1) 市場調査による水揚状況の把握 

週に2回程度，県内8か所の市場において，タコ類の漁獲

海域，出荷者，漁獲量，個体のサイズ（体重又は外套腹面長

[VML]），雌雄を記録した． 

 

(2) 年齢形質の分析による日齢査定 

ワモンダコ頭部には，スタイレットと呼ばれる内部殻が退

化した構造と考えられる一対のキチン様の棒状構造体があ

り，近年，複数のタコ類でこの構造体に規則的な成長増加線

が形成されることが示唆されている（Leporati et al. 2008,  

Nafkha et al. 2019, Durante et al. 2024）．スタイレットは，

野生下でのタコ類の成長や成熟を把握する上で，重要なツー

ルとして利用できると考えられている．そこで，スタイレッ

トの成長線の計数による日齢査定を沖縄島沿岸域における

ワモンダコで行い，本種の成長を明らかにすることを目指し

た． 

ワモンダコ頭部から取り出したスタイレットは，10%海水

ホルマリンに保存した．切片作成前に，70%エタノールに移

し1日以上，90%エタノールに1時間以上，99.5%エタノー

ルに 1 時間以上浸漬した．その後，LR レジンに包埋し，完

全に硬化した後，ダイヤモンドカッターを用いて厚さ250µm

の切片を作成した．スタイレットはDurante et al. (2024)を

参考に，折れ曲がった部分から長辺側を切断した．作成した

切片は，切断面を 6000 番の研磨フィルムで研磨した後，研

磨した面を上面にして貼付し，プレパラートを作成した．作

成したプレパラートを実体顕微鏡下で拡大し，デジタルカメ

ラを用いて画像を取得した（図 1）． 取得した画像から，画

像解析ソフト Image Jを用いて，切片の輪紋を１日１本形成

される成長線と仮定して計数した． 

 

 

 

結果及び考察 

(1) ワモンダコの体長組成の変化 

 ワモンダコの市場調査の計測結果から，VML の分布変化

を雌雄別に示した（図2）．分布の中央値を見ると，全体とし

て 7～8 月頃に小型個体が漁獲加入し，冬場にかけて大型に

成長していく傾向があることがわかった．このことは，夏場

は小型個体が多く，冬場にかけて大型個体が増えていくとい

う漁業者の知見とも一致している．一方，漁獲物のVMLの

分布には複数のピークがあり，4～5月頃に小型個体が漁獲加

入する群や 10～11 月頃に小型個体が漁獲加入する群等が存

在することが示唆された．本州のマダコにおいては，同一の

海域で複数の発生群が存在すると指摘されており（坂口他 

2000, 上田 2010），ワモンダコにおいても本州のマダコと同

様に，複数発生群が同所的に存在している可能性がある． 

 

(2) 年齢形質の分析による日齢査定 

ワモンダコのスタイレットの輪紋数と VML の関係を図 3

に示した．これまでの結果では，日齢のバラつきが大きく，

VMLから日齢を推定することは困難であった． 

今回，スタイレットを 10％海水ホルマリンで固定した後，

70％エタノールに移し替えたが，ホルマリン固定による変性

の可能性があることや乾燥によって切片作成時にスタイレ

ットが割れやすくなることから，来年度以降保存方法や封入

方法等の見直しが必要と考えられる． 

図1. スタイレット断面 
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図3. 外套腹面長と日齢 

 

図2. 外套腹面長の季節変化（縦軸は個体数） 
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